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内容の要旨及び審査の結果の要旨
細菌性眼内炎の治療に際し，抗生物質の全身投与法や限外局所投与法では抗生物質の眼内移行率が低い
ので，抗生物質の硝子体内注入や抗生物質を添加した灌流液を使用した硝子体切除術が行われるようになっ
てきた。しかし硝子体内に抗生物質を投与する治療法において選択すべき抗生物質の種類と許容濃度は未
だ確立されていない。著者は白色家兎摘出眼杯の網膜電図のａ波，ｂ波および律動様小波（ＯＰＳ）を指標
とし，セフタジジム（ceftazidime，ＣＡＺ），セフゾナムナトリウム（cefuzonamesodium
OZON)，セフメタゾールナトリウム（cefmetazolesodium,ＣＭＺ)，フロモキセフナトリウム（flomoxef
sodium，ＦＭＯＸ)，イミペネム／シラスタチンナトリウム（imipenem／cilastatinsodium,ＩＰＭ／Ｃｓ)，
硫酸ジベカシン（dibekacinsulfate，ＤＫＢ）および塩酸シプロフロキサシン（ciprofloxacin
hydrochloride，CPFX）が網膜におよぼす影響を検討した。
ＣＡＺ３００ａＭ，CZON300〃Ｍ，ＣＭＺ５０ＭＭ，ＦＭＯＸ５００〃Ｍ，ＩＰＭ／ＣＳ５０ａＭ／42〃Ｍ，ＤＫＢ
300’ＭおよびCPFX10〃Ｍではａ波，ｂ波およびOPSは有意には変化しなかった。ＣＡＺ５００ａＭでは
OPSの振幅は低下した。ＣＡＺＬＯｍＭではOPSの振幅は低下し，それらの頂点潜時は延長した。ＣＺＯＮ
５０ＭＭではOPSの頂点潜時は延長し，ＣＺＯＮ１０ｍＭではOPSの振幅は低下し，それらの頂点潜時は延
長した。ＣＭＺ１０ｍＭではOPSの振幅は低下し，それらの頂点潜時は延長した。ＣＭＺ３．０，Ｍではｂ波
およびOPSの振幅は低下し，ＯＰＳの頂点潜時は延長した。ＦＭＯＸＬＯｍＭおよび3.0,ＭではＯＰＳの頂点
潜時は延長した。ＩＰＭ／CS100’Ｍ／84〃ＭではＯＰＳの振幅は低下し，それらの頂点潜時は延長した。
IPM／ＣＳ３０ｑｕＭ／252必Ｍではａ波およびｂ波の振幅は増大し，OPSの振幅は低下し，それらの頂点
潜時は延長した。ＤＫＢ500ノリＭおよび800LCMではｂ波およびOPSの振幅は低下した。ＣＰＦＸ５０/ＺＭで
はＯＰＳの振幅は低下し，CPFX100必ＭではＯＰＳの振幅は低下し，それらの頂点潜時は延長した。以上の
変化は可逆的であった。
本研究は摘出眼杯網膜電図のａ波，ｂ波およびOPSを指標として抗生物質の網膜に対して無害な許容濃
度を検討し，細菌性眼内炎の治療の目的で硝子体内に投与すべき抗生物質の種類と濃度を決定したもので
あり，眼病治療学に寄与する論文と評価される。
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